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№ 8

この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　12：28　１．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘……〈会　長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．食　事

　12：45	 ８．会長挨拶並びに会長報告

	 ９．お祝い

	 （誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 10．幹事報告

	 11．出席報告

	 12．委員会報告

	 13．ニコニコボックス報告

	 14．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（９／10）……クラブ協議会

	 　　　　　　　	ガバナー補佐訪問

	 　（９／17）……休　会（法定休日）

　13：00　15．本日のプログラム

	 　　新入会員アワー

	 　　　二村　寿泰	会員

	 　　　永利　謙介	会員

	 16．謝　辞

	 17．点　鐘……〈会　長〉

	 18．閉会宣言

　13：30	 19．散　会

出 席

会員総数　94名　　出席免除　26名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　86名

欠　席　５名　　出席率　94.19％

前々回（８／20）の修正出席率 100％

ゲ ス ト

新入会員予定者　　藤井　邦彦	様

幹 事 報 告

1）本日例会終了後に事務局にて第3回理事会を開催し

ます。関係のメンバーはご出席願います。

会 長 あ い さ つ

鈴木文三郎

　今月は、基本的教育と識字率向

上月間ですが、日本ではあまり縁

のない話なので、教育つながりで、

Boarding	School	についてお話しま

す。

　Boarding	School とは、全寮制の

寄宿学校です。地元刈谷高校と縁の

深い、イギリスのイートン校も、Boarding	School	で

す。刈谷高校の初代校長、羽生隆氏が、「イートンに学べ。

東洋のイートンたれ。」と掲げて学校運営を行い、野球

を禁じ、サッカーとマラソンを校技としました。当時は

寄宿舎もあったそうで、私の父も寄宿舎生活をしたと生

前言っていました。

　今日は、BSプレミアムで「密着！プリンスたちの学

び舎～スイス名門寄宿学校～」のタイトルで今年の6月

に放送された、「コレージュ・ボー・ソレイユ」につい

て述べます。

　ボー・ソレイユは、スイスの高級リゾート地・ヴィ

ラール村にあり、アルプスの美しい山々に囲まれていま

す。生徒は、某国のロイヤルファミリーや貴族などの名

家をはじめ、著名人や芸術家などの子供さんが多く、世
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界56か国から集まった11歳から18歳の240人の男女です。

日本人も数名いるそうです。１年間の学費は、1,200万

円程だそうです。

　授業の内容は、「いま世界で起こっていること」を教

材に、勉強→思考を巡らす→その結果を発表する、とい

う発展形式になっています。例えば、リーダーシップが

テーマの地理の授業では、アフリカの島国マダガスカル

の水問題という切り口から、発展途上国の水問題や女性

の社会進出など多角的に先生と生徒たちが議論をします。

　ボー・ソレイユでは、生徒４人に対して先生が１人と

いう割合で、世界中から優秀な先生を集め、先生の選考

面接には生徒の代表も参加します。

　生徒は礼儀正しく、年齢の割に純粋な子が多く、彼ら

自身も自分たちがちょっと違う存在ということを知って

いるし、世間からどう見られているかもわかっています。

だからこそ、ボー・ソレイユでは彼らの将来を見越して、

世界で活躍できる人物を育てることに指針をおいていま

す。

　数年間を寄宿生活で一緒に過ごすことにより、世界中

にかけがえのない友達ができることは間違いありません。

それも、それぞれの国で影響力のある友達です。私自身

は、残念ながら子供や孫がいないので、かないませんが、

是非会員各位の子供さん、お孫さんを名門Boarding	

School	に留学させてはいかがでしょうか。

傘 寿 の お 祝 い

中村美智雄	会員

喜 寿 の お 祝 い

前田　孝司	会員

お 祝 い

９月の会員の誕生日…平野和一、羽田育哉、中村美智雄、

神谷龍司、前田孝司、小澤陽一、鈴木豊、出口達也、

豊田貴久、吉岡秀記、都築浩介、近藤洋一会員。

配偶者の誕生日…深谷慶子（稔彦）、今村典子（順）、横

山知子（宜幸）、兵藤千香（文男）、鬼頭かおり（一浩）様。

結婚記念日…加藤繁則、林正敏、伊藤節夫、小澤陽一、

内藤昇、山下雅則、二村寿泰会員。

９月度入会記念日…杉浦芳一、加藤哲也、深谷稔彦、野

村紀代彦、横山昌幸会員。

新入会員アワー

二村　寿泰	会員

　みなさん、こんにちは。博愛ナー

シングヴィラの二村（フタムラ）です。

　私は、2018年６月に伝統と格式の

ある刈谷ロータリークラブに、室殿

さんの紹介で入会させていただきま

した。

　まずは簡単に自己紹介させていた

だきます。

　出身は愛知県蒲郡市です。大学を卒業後、1982年に豊

田自動織機に就職し、本社調達で全社の材料（鋼材、非鉄、

油脂、塗料等）の調達業務を担当し、その後、貿易摩擦

解消を狙い、フォークリフトの現地生産のために、1988

年よりアメリカ、1996年よりフランスでのそれぞれの新

工場立上げに伴う現地調達組織の立上げ、現地調達業務

を担当しました。

　その後、異業種のソニーと液晶ディスプレィ製造の合

弁会社の立上げから生産拡大までの10年間を経験させて

いただきました。

　私自信の会社員生活の中で、この３つの工場立上げか

ら生産開始の約15年間の経験は、異文化、異業種、異な

る価値感の中で仕事をしていくことの難しさとやり遂げ

たことでの満足感、達成感は、私にとってかけがえのな

い貴重な宝物となりました。

　また、何とかやり切れたのは、おおらかに、自由に任

せてもらえる豊田織機の社風、先輩のおかげと思ってお

ります。

　50歳を超えた頃から、物流事業の企画・運営・営業を

担当し、56歳からは豊田織機の100％子会社にて豊田織

機国内全社員、OBを対象とし、福利厚生業務を経験さ

せていただきました。

　特に福利厚生業務の中でも、強化スポーツ（女子ソフ

トボール、ラグビー等）では全国の試合会場に応援に行

き、オフシーズンには選手を自宅に招き、一緒に食事し、

家族ぐるみの付き合いをすることで、信頼関係も構築で

き、新しい生きがいをみつけることができました。

　また、昨年6月からは JR野田新町駅前にある（株）

博愛ナーシングヴィラに出向し、介護事業に従事してお

ります。

　最後になりますが、刈谷ロータリークラブに入会させ

ていただき、ありがとうございました。今後とも地域発

展のために自分の持ち場である博愛にてがんばる所存で

すので、引き続きご指導ご鞭撻の程よろしくお願いしま

す。
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新入会員アワー

永利　謙介	会員

　みなさま　こんにちは。

　今年の５月に盛田豊一様のご紹介

で入会しました日本生命の永利謙介

です。

　伝統と格式のある刈谷ロータリー

クラブに入会させて頂き、本当にあ

りがとうございます。

　私は、1971年生まれの46歳。妻と子供（高２・中３・

小３）の４人を千葉県浦安市に残し、単身で刈谷に参り

ました。出身は横浜市青葉区で、５～ 10歳まで父の仕

事で鹿児島県出水市に、その後は横浜へ戻り、中高では

吹奏楽部、大学では応援部の吹奏楽団に所属し、楽器は

10年間サックスを吹いていました。

　私の人格形成に大きな影響を与えた大学時代について

少しお話します。

　応援部は大学当局が認める体育会であり、リーダーと

吹奏楽団とチアリーダーズの３パートで構成され、日々

体育各部の応援活動をしています。練習は基本別々です

が、応援は常に一緒で、人数が足りない時は手伝いもす

るため、リーダーを中心とした独特な礼儀・作法をみっ

ちりしこまれました。

　部の目標は早稲田スポーツの勝利への貢献ですが、沢

山の学生が応援に来る、特にリーグ優勝のかかった早慶

戦・早明ラグビー等は、前夜の警備・学生が出したゴミ

の後片付け、球場から早稲田までの優勝パレード先導・

警備（警察とも連携）等の裏方も担当します。

　また、早稲田OB会（稲門会）を始めとした冠婚葬祭、

町おこしへの参加や、都市対抗野球等の応援バイトもし

ており、日本生命への入社もこれがキッカケでした。

　色々な経験をする中で、とりわけ『忍耐力・協調性』が、

少しは養われたと思っています。

　このような学生生活を過ごしH6年に日本生命に入社

し、以来大阪・東京・茨城等を経て今年から刈谷でお世

話になります。

　日本生命刈谷支社は、北は豊田市から南は南知多町・

篠島・日間賀島までの地域の約８万名、13万件のお客様

を12拠点、総勢500名の職員でフォローさせて頂いてお

り、今年で50周年を迎えております。会社の決算対策や

事業承継、401Kなど企業年金、相続・生前贈与もお手

伝いをさせて頂きますので、ご紹介・お声掛けを賜れば

幸甚です。

　以上、若輩者ですが、ご指導の程よろしくお願い申し

上げます。

第 ３ 回 理 事 会

Ⅰ　会長挨拶	 〈会　長〉

Ⅱ　議　題

１．９月・10月のプログラム（案）について

	 〈クラブ奉仕委員長〉

	 〈プログラム委員長〉

２．ガバナー公式訪問について

	 	 〈幹　事〉

３．RYLAセミナー参加について

	 	 〈青少年奉仕委員長〉

４．ロータリークラブ杯小学５年生サッカー大会協賛

について

	 	 〈青少年奉仕委員長〉

５．ロータリー希望の風奨学金への支援協力について	

	 〈幹　事〉

６．その他

Ⅲ　会場監督の所見


